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本研究はソブ i、テニス;こ f7る攻撃型並行怖が銭式テニス;ニょとしてliiO年ほど用いられなかった歴史的背景について険

討するとともに、その布利性について、が んの特性とストロ タ技術等の向か丸、殻式テニスと比較検討することから

i均九:ト(こしようとし

歴史的背景についてはソフトテ二スの指導者についての開き取りi荷台?令中、(二、)1/改正当4の影響などを加味して検

討した。加えて、ゾブトテニス託lD¥fの}-;予選]二色硬式テニス)民30¥fのブレーヤーを!IJいて、打法方法ゐ色ボー jしの特竹

関する支給(①ロビングボー)1/を打〆〉た同じっボー)1/の軌跡の違い、必パ yシングシ弓 y トじっ初速段、終速度、減速僚につ

いて、〈会スピンの曲がり IIJhlの違い、 f苫州、ブエースの違L汁ゴうパラン乏の減速本の比較)を行い、ゾブトテースにおけ

スト n~ とボレーヤ のどちらが有利で!あるかを検討したむその結果、引ソフトテニスの¥1ピングボールの軌跡は

縛テニスと異なり、左対宇の放物線操のものでなく、絞高点に述した役、念、に茶トするのマボー Jt..'I)γ1)トになり

くいこと、スピンの横の動きについては、{硬式テニスよりも予想外にたきく曲がりたりするのマ、ボレーヤ にとり

会捉xにくいこと、(玄)スピンの縦のま}J については、ソフトチニスボー jしは空気j)1;抗が銭式テニスヴ〕ボー)1/よ

も丈きく、落下しやすいためがレーヤ の足J乙にボール会落とすことが比較的容易である Lことなどの均111からスト u カ

の }jが;ドレーヤーに比して有利であることが認められたコ以 kの結果、攻撃的並行財会わった場合、ソフトテニスで;対要

式テ二スにjとして、有利性がilh'ことが推察されたコこのことが硬式テ二スでは100{1ゐぐらい目川、らiIl， 'られてきた戦術

が、ソフトテ二;えでは没(こ1 以上経行障が採!日さずし、攻撃的並行障が!日しパケJずしてこなかったi民同のゐっと牟えられ

ワード:ソフトテニス、石史テニス、撃~~，\敢行降、チf 利m
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ゾブ j、テニスの攻撃型並行怖の有利性に関する研究
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表 トテニスと硬式テニスの各項目にソ

青 ヰ; 、げム々、
iU 

Lミ

け 攻撃的平行障の有利性の比較

原R ソブト 一八一一f {硬式テιス

ロピ グの中ULlM、 × 

;t;'~ !vの減速 × 

ス J〆 るヰ !v♂コ動 {績) × /¥ ¥ 

?え るボールグ〉重b {縦) ム ム

表 5 ソフトテ

スト 11~ タ(履行持}とボレー(攻撃的徐行持}を比較し

るとも Iiえない場台はムとする a

ス ける トロ ア友びボレ
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レ
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